
条

例 

 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四 

章 

事
業
者
の
講
ず
べ
き
措
置
等
（
第
十
九
条
―
第
二
十
二
条
） 

章
の
二 

暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
（
第
二
十
二
条
の
二
―
第
二
十
二
条
の
四
）
」 

第
三
十
三
条
」
を
「
―
第
三
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
こ
の
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
」
を
削
る
。 

 

第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
四
章
の
二 

暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域 

 

（
暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
） 

第
二
十
二
条
の
二 

暴
力
団
の
排
除
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
及
び
来
訪
者
に
と
っ
て
よ

り
一
層
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
特
に
強
力
に
推
進
す
る
地
域
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
地

域
を
暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
（
次
条
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
お
い
て
「
特
別
強
化
地
域
」

と
い
う
。
）
と
す
る
。 

 

一 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
の
地
域 

 

二 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
下
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
の
地
域 

 

三 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
の
地
域 

 

四 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
仲
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
の
地
域 

 

五 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
一
丁
目
、
二
丁
目
及
び
四
丁
目
の
地
域 

 

（
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
禁
止
行
為
） 

第
二
十
二
条
の
三 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
特
定
営
業
」
と
い
う
。
）
を
営
む
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
特
定
営
業
者
」

と
い
う
。
）
は
、
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定
営
業
の
営
業
に
関
し
、
暴
力
団
員
を
客
に
接

す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
風
適
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

風
俗
営
業 

目
次
中
「
第
四
章 

事
業
者
の
講
ず
べ
き
措
置
等
（
第
十
九
条
―
第
二
十
二
条
）
」
を に

、
「
・ 



 

二 

風
適
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業 

 

三 

風
適
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業 

 
四 

風
適
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
接
客
業
務
受
託
営
業 

 

五 
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
で
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百

三
十
三
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
営
む
も
の
（
風
適
法
第
二
条
第
四
項
に

規
定
す
る
接
待
飲
食
等
営
業
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
又
は
同

条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
類
す
る
も
の
と
し
て
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
営
業 

２ 

特
定
営
業
者
は
、
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定
営
業
の
営
業
に
関
し
、
暴
力
団
員
か
ら
、

用
心
棒
の
役
務
（
営
業
を
営
む
者
の
営
業
に
係
る
業
務
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
顧
客
、
従
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
紛
争
の
解
決
又
は
鎮
圧
を
行
う
役
務
を
い
う
。

次
項
及
び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

特
定
営
業
者
は
、
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定
営
業
の
営
業
に
関
し
、
暴
力
団
員
に
対
し
、

用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
利
益
の
供
与
を
し
、
又
は
そ
の
営
業
を

営
む
こ
と
を
容
認
す
る
対
償
と
し
て
利
益
の
供
与
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
二
十
二
条
の
四 

暴
力
団
員
は
、
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定
営
業
の
営
業
に
関
し
、
次
に

掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
。 

 

二 

特
定
営
業
者
に
対
し
、
用
心
棒
の
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
。 

 

三 

特
定
営
業
者
か
ら
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
利
益
の
供
与
を
受
け
る
こ
と
。 

 

第
三
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
次
項
及
び
第
三
十
三
条
に
お
い
て
「
中
止
命

令
」
と
い
う
。
）
を
警
察
署
長
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

中
止
命
令
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）

第
三
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
十
二
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 

一 

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営
し
た
者 

 

二 

相
手
方
が
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
、
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し

た
者 

 

三 

第
二
十
二
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

２ 

前
項
第
二
号
の
罪
を
犯
し
た
者
が
自
首
し
た
と
き
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 



 

第
三
十
三
条
中
「
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
を
「
中
止
命
令
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
三
十
四
条 

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理

人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
三
十
二
条
第
一
項

の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
同

項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。 

２ 

法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管

理
人
が
、
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
法
人
で
な
い
団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は

被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  


